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研究成果の概要： 

本研究は、読み書きの困難を伴う学習障害児に対する支援を、視覚記憶をはじめとした種々

の情報処理機能との関連で検討した。具体的には、文字の形の視覚的な分析、単語を読む際の

視覚と聴覚の情報処理過程、漢字を書く際の視覚記憶と運動の過程等について、学習障害児の

特徴と、その促進要因について明らかにした。これらの結果に基づいて、学習障害児の認知の

個人差を考慮した指導を行い、得意な力を用いた学習の有効性を検証した。 
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２００４年度  

２００５年度  

２００６年度 2,000,000 0 2,000,000 

２００７年度 800,000 0 800,000 

 ２００８年度 600,000 180,000 780,000 

総 計 3,400,000 180,000 3,580,000 

 
 
研究分野：障害児心理学 
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サンプルマッチング、プライミング 
 
１．研究開始当初の背景 

近年、障害の重度・重複化および多様化が
顕著となってきたことから、従来の特殊教育
に変わる新しい教育制度として特別支援教
育が平成１９年度に開始されることとなっ
た。とりわけ、学習障害をはじめとする発達
障害は、通常の学級の児童生徒の約６％に上
る可能性が推定されており（文部科学省，
2002）、効果的な指導が求められている。 

学習障害では、中枢神経系の部分的な機能
不全のため、特定の認知機能が障害され、結

果として、学習内容の理解や定着に困難が生
じる。一方、他の認知機能は基本的に保たれ
ている。そのため、障害のある機能に対し、
代替機能を形成・促進することができれば、
学習上の困難は改善されると考えられてい
る。 

この点からは、認知的特性に関する評価と、
それに基づいた指導法の選定が可能な学習
支援システムの開発が強く求められる。特に、
困難な内容への具体的な指導法を発達段階
に応じて提案するシステムは現在検討され
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ていない。この点が可能となれば、学習障害
児だけでなく、支援を要する児童生徒すべて
に対するきめ細かな対応が可能となり、特別
支援教育の充実が期待される。 
 
２．研究の目的 
従来、学習障害児の多くで、聴覚情報処理

が特異的に障害されていることが、明らかに
されてきた。聴覚情報処理は、言語を媒介と
するので、その障害は、言葉の聞き取りや読
み書きだけでなく、記憶の形成や推論過程に
も影響が及ぶ。この場合には、視覚記憶の促
進が有効と考えられるが、学習障害児におけ
る特徴とその促進要因については、研究が少
ない。また、聴覚記憶は良好で視覚記憶が困
難な者も存在するが、この場合の支援につい
ても十分検討されていない。これらの点から、
学習障害児における視覚記憶に関する評価
とその促進に対するニーズは高いと言える。 
記憶機能のうち、学習障害児では、ワーキ

ングメモリの困難が示唆されている。ワーキ
ングメモリは、保持機能のみに着目する従来
の記憶概念と異なり、他の情報処理プロセス
との相互作用が考慮される。その点で、学習
内容の理解と記憶とを統合した概念であり、
その促進要因の解明による効果は大きいと
指摘できる。 

そこで、本研究は、学習の促進プログラム
を視覚記憶に焦点化して開発することを目
的とした。具体的には、以下の点についてそ
れぞれ検討することとした。 
（１）読み書きの困難と視覚情報処理過程と
の関係について 
読み書きの学習過程において、字の視覚的

特徴の分析や識別は不可欠な機能である。日
本語はかな文字と漢字を併用するため、アル
ファベット圏の言語と比べて、著しく高度な
視覚情報処理を要する。そのため、学習障害
児において、書字困難が文字の視覚情報処理
の困難との関係で生じる可能性がある。この
点について、事例の認知特性を考慮した検討
を行う。 
（２）障害の特性と学習の促進要因について 

学習障害児においては、読みと書きの両方
に困難を有する事例と、書字のみに困難を示
す事例とが指摘されている。これらは、認知
特性のタイプの違いを反映したものとされ
ている。従って、個々の特性に配慮した指導
を行うためには、支援として有効な要因を、
認知特性のタイプごとに明らかにすること
が必要である。そこで、読みの学習における
視覚的情報処理過程について、学習障害児の
特徴を明らかにする。 
（３）認知特性を考慮した援助課題の作成と
支援について 
上述の促進要因が明らかとなれば、対象児の
特性を考慮して、具体的な読み書き指導のプ

ログラムを生成することが可能になる。そこ
で、事例を抽出して継続的な指導経過をフォ
ローアップし、課題の有効性について検討す
ることとした。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するための課題とし

て、読み書きの学習困難と、ワーキングメモ
リを含む視覚情報処理過程との関係を明ら
かにすることがあげられる。 

文字の視覚的特徴の分析や識別の過程で
は、字を構成する要素の位置関係を判断し、
記憶している字の心的表象と照合しながら
識別がなされる。視覚刺激の心的表象の照合
過程は、メンタルローテーション課題によっ
て検討できる。このことから、本研究では、
文字を構成する要素の位置関係を保持した
まま、物理的特徴のみを変化させた「捻れ回
転漢字」を工夫し、文字の視覚的情報処理過
程を検討することとした。 

単語の音読過程に関しては、語に含まれる
文字を逐次音韻に変換しながら読む過程（音
韻ルート）と、語全体の視覚的特徴から直接
語彙へとアクセスする過程（語彙ルート）と
が存在する。音韻ルートと語彙ルートでは反
応時間の特徴が異なり、特に音韻ルートでは
音節数に反応時間が比例する語長効果が報
告されている。本研究では、対象児の音韻操
作の反応時間を測定することで、読みの特徴
と支援の効果を評価することとした。 
これらの方法を学習障害を含む発達障害

児群に適用して横断的な研究を行うととも
に、得られた知見に基づいて、生成された指
導を構成し、その効果を縦断的に検討した。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果として、次の点を指摘す

ることができた。 
（１）読み書きの困難と視覚情報処理過程と
の関係について 

文字は、通常その物理的特徴が変化しても、
字を構成する画の要素の位置関係が保たれ
ている限り、同一の文字として認識される。
この点からは、文字の識別に際して、画要素
の位置関係を情報として抽出する過程が機
能していることが考えられる。 
本研究ではこの点を、一部の画要素が欠け

ている漢字の捻れ回転画像（図１）によって
実験的に明らかにすることができた。具体的
には、漢字を構成する画要素のうち、第 1 画
と第２画を消失させた場合（始部消失条件）
と、終末の２画を消失させた条件（終部消失
条件）とで書字の反応時間を比較した。健常
成人を対象とした検討の結果、始部消失条件
での反応時間は、捻れ回転の角度が 160°を
超えた場合に角度に依存して増加した。一方、
終部消失条件では、反応時間が全体に短く、 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回転角度にかかわらず一定であった。この結
果は、始部消失条件と終部消失条件では、漢
字の視覚的識別の機序が異なることを意味
する。すなわち、始部消失条件は、画要素の
位置関係に関する情報のみでは書字遂行が
困難であり、正立漢字を基にしてメンタルロ
ーテーションを行ったことが推測できる。他
方、終部消失条件では、回転角度が大きくて
も書字反応時間が短かったことから、提示さ
れた各要素の位置情報により、効率的な書字
遂行が可能になったと指摘できる。 

これに基づき、学習障害児８名を対象に、
同様の検討を行った。K-ABC の「模様構成」
の評価点が８以上で、視覚認知が強いと考え
られた事例５名（図２上段）では、捻れ漢字
の回転角度の変化にかかわらず反応時間は
短い傾向であった。これに対し、「模様構成」
が６以下であった事例３名（図２下段）では、
全体として反応時間が長く、特に回転角度が
80°と 160°の条件で、遅延が著明であった。
視覚認知が良好な事例では、画要素の位置関
係に関する情報の抽出が良好であることが
指摘できた。この中には、「数唱」の評価点
が７以下で聴覚記憶に弱さのある事例が含
まれた。これらの事例では、聴覚記憶の弱さ
のために、言語的手がかりを利用しての書字
学習は困難を伴うが、各要素の位置情報を手
がかりとした書字学習は困難を要しないこ
とが推測された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）障害の特性と学習の促進要因について 
単語の音読過程に関しては、語に含まれる

文字を逐次音韻に変換しながら読む過程（音
韻ルート）と、語全体の視覚的特徴から直接
語彙へとアクセスする過程（語彙ルート）と
が存在する。音韻ルートと語彙ルートでは反
応時間の特徴が異なり、特に音韻ルートでは
音節数に反応時間が比例する語長効果が報
告されている。 
本研究では、学習障害児と特異的読み障害

児の語彙ルートの特徴を検討した。具体的に
は、意味のあるかな単語の音読反応時間と、
無意味つづりの音読反応時間との比較を行
った。対象児は、学習障害児４２名とした。
また、比較のために、障害を伴わない小学生
163 名について、合わせて検討した。トーク
ンテストにおける文の音読課題の発達的な
標準値に基づいて分析を行った結果、１９名
の特異的読み障害児を同定することができ
た。特異的読み障害児の多くは、１音節から
なる単語の音読において、より長い反応時間
を示すとともに、２ないし３音節の単語の音
読においては、反応時間が延長する語長効果
を著明に示した。語彙ルートにおいては、単
語を構成する複数の文字が同時的に音韻的
符号化されるが、特異的読み障害児では、音
韻に基づく読みから語彙に基づく読みへの
発達的変化の獲得が困難なことを指摘でき
た。 
 
（３）認知特性を考慮した援助課題の作成と
支援について 
漢字書字に困難を示す小学校第３学年男

児１名を対象とした。K－ABC で、継次処理
70、同時処理 78、認知処理 73、習得度 68
であった。指導として、絵と漢字のサンプル
マッチング課題（見本刺激は標的漢字の意味
を表すイラストとした）および、捻り回転漢
字のサンプルマッチング課題を行い、正答率
及び反応時間を記録・分析した。評価は、第
２学年の全漢字について、読みと書字の評価
を行った。初回にベースライン評価を行い、
指導を挟みながら２週間ごとに評価した。 
絵と漢字のサンプルマッチング課題によ

る指導では、正答率が増大するのに伴って反
応時間が著明に短縮した（図３）。対象児は、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ 捻れ回転漢字課題の例 

図２ 学習障害児の認知特性と捻れ回転
漢字課題における書字反応時間 

図３ 絵と漢字のサンプルマッチング課
題における正答率と反応時間の変化 
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視覚情報処理が聴覚情報処理と比べて優れ
る特性であった。それより、この課題では、
意味的情報が視覚的に示されたことで、漢字
と意味との連合が速やかに学習されたこと
が推測される。捻り回転漢字のサンプルマッ
チング課題では、正答率は第１回から第５回
まで不安定であったが、第６回以降は安定し
た（図４）。正答試行の反応時間は、正答率
が高かった第３回で最も長く、第６回以降は
わずかに減少傾向であった。これらから、対
象児は第５回まで漢字の形態の細部を視覚
的に分析するのに多くの時間を要したが、第
６回以降は、速やかな分析が可能となったこ
とが考えられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読みと書字の評価結果について、読みの正

答数に関しては明瞭な変化は生じなかった
が、書字に関しては、正答数が評価３まで顕
著に増加しており、指導による効果と考えら
れた（図５）。対象児は、書字のベースライ
ン評価で字の形態に関する誤りを多く示し
た。それより、対象児は、書字に際して、標
的漢字を正しく特定できるものの、形を正確
に書字することは苦手な傾向にあったこと
が考えられる。この点を考慮すると、捻り回
転漢字のサンプルマッチング課題の効果は、
漢字の細部に及ぶ視覚的記憶を促進した点
にあり、その結果として、書字に改善が生じ
たことが推測される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この指導で、書字の直接的訓練を介さずに
効果が得られた点は、書字を苦手とする児童
についての学習上の負担が比較的軽かった
ことを指摘することができる。この点を考慮
すると、本指導は、言語聴覚情報処理の不全
が指摘され、情報の言語化を介した指導が困
難な学習障害児に対する指導として、有効で
ある可能性は高いであろう。一方、書字評価
における評価４では、天井効果が生じ、書字
の正答数が読みのそれと類似した。この点は、
書字が読みを越えて獲得されることは難し
いことを示しており、読みに関する指導の必
要性が指摘できる。 
以上の一連の検討に基づき、本研究では、

漢字の書字学習に関する学習支援方法と具
体的教材を、認知特性のタイプに応じて呈示
する教材群の開発を行った。具体的には、漢
字の学習過程を文字の視覚的弁別、語の音韻
操作、漢字の意味処理、書字の運動出力の各
段階に分類した。それぞれの過程について、
サンプルマッチング課題とプライミングに
よる対連合学習課題、および書字の運動系列
学習課題を作成した。対象児の各種評価結果
をプロファイリングできるようにした上で、
研究協力校における定期的な個別指導を実
施した。その結果、語の音韻操作段階に困難
を示す学習障害児においては、サンプルマッ
チングとプライミングの効果が特徴的に認
められた。書字の運動出力段階に困難を伴う
児では、音刺激を手がかりに書字運動の学習
を行う課題で、著明な効果を認めることがで
きた。これらの結果については、単純な反復
練習による学習経過との比較において、その
効果が有意であることを確かめた。 

読み書きの障害を引き起こす要因は個人
によって極めて多様であり、個人の特性を考
慮した学習支援の必要性が従来指摘されて
きた。しかし、その具体的方法については知
見が乏しかった。この点について、本研究は
漢字の書字に限定したものではあるが、困難
の要因と効果のある指導方法とを体系的に
示すことができたことに重要な意義がある
と言える。また、研究の発展としては、算数
をはじめとした他の学習内容や、より初期の
発達段階にある児童に対する支援への可能
性が示唆された。 
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